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昨
年
12
月
、
第
２
次
安
倍
内
閣
が
発
足

し
、
東
京
で
は
猪
瀬
都
政
が
誕
生
し
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
政
治
情
勢
の
激
変
と
と
も

に
、
先
の
見
え
な
い
景
気
状
況
、
雇
用
不

安
な
ど
、
社
会
的
状
況
が
深
刻
に
な
る
も

と
で
、
区
民
に
一
番
身
近
な
自
治
体
と
し

て
区
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

区
は
、
国
や
都
に
対
し
、
区
民
の
立
場

に
立
っ
て
積
極
的
に
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
住
民
の
安
全
・
暮
ら
し
、
福
祉
を
守

る
と
い
う
「
地
方
自
治
の
本
旨
」
に
た
っ

た
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
区
長
は
所
信
表
明
な
ど
で
、

多
様
化
す
る
区
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
と
称
し
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
受

益
者
負
担
の
適
正
化
と
し
て
区

民
へ
の
負
担
増
を
行
っ
て
い
く

こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
こ

の
よ
う
な
内
容
を
含
む
「
予
算

案
」
に
対
し
て
「
修
正
案
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

＊
予
算
修
正
の
主
な
内
容
は
、

①
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

な
い
た
め
に
、
削
ら
れ
た
事

務
事
業
の
復
活
を
図
る
。

②
ム
ダ
を
省
き
、
簡
素
で
効
率
的
な
区
民

本
位
の
行
財
政
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

道
路
占
用
料
な
ど
は
負
担
能
力
に
応
じ

て
大
企
業
に
適
正
な
負
担
を
求
め
、
財

源
を
確
保
す
る
。

③
医
療
費
無
料
化
の
18
歳
ま
で
の
拡
大
や

教
育
費
負
担
の
軽
減
な
ど
の
子
育
て
支

援
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
や
安
全
な

交
通
環
境
整
備
、
区
の
情
報
公
開
を
い
っ

そ
う
促
進
す
る
な
ど
、
区
民
に
と
つ
て

緊
急
か
つ
必
要
な
施
策
を
予
算
化
す
る
。

と
い
う
こ
と
を
基
本
に
し
、
３
億
８
７

７
４
万
４
千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
他
会
派
の
賛
同
を
得
ら

れ
ず
、
わ
が
党
の
修
正
案
は
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
こ
れ
ら
の
経

緯
を
踏
ま
え
、
来
年
度
予
算
案
案
に
反
対

し
ま
し
た
。

予
算
案
の
問
題
点
や
反
対
の
理
由
に
つ

い
て
は
裏
面
で
紹
介
し
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
は
、
３
月
８
日
か
ら
26
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
歳
入
・
歳
出
の
各
款
に
わ
た
っ
て
詳
細
な
分
析
を
行
い
区
民
の
立

場
に
立
っ
た
質
問
と
提
案
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
来
年
度
予
算
案
に
は
問
題
点
が
多
く

賛
同
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
、
「
反
対
」
の
態
度
を
表
明
し
ま
し
た
。

予算案に反対した主な理由（詳細は裏面）

①人口増を加速させる大規模開発を推進

②地域防災計画の見直しが不十分

③人口想定１５万人のまちづくり

④３億円以上税金投入する大華火祭の毎年開催

⑤築地市場「移転」推進の立場

⑥大企業にたいし利益応分の負担を要求しない

⑦オリンピック東京招致を推進

⑧認可保育所と特養老人ホームの整備が不十分

⑨共通買物券の購入限度額の引き下げ

⑩区民施策の削減・縮小

⑪正規職員を減らし非正規職員が３割に ほか
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ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

中
央
区
で
は
、
超
高
層
タ
ワ
ー
型
ビ
ル

の
建
設
と
と
も
に
、
地
域
貢
献
の
名
目

で
規
制
緩
和
を
行
う
大
規
模
開
発
が
進

み
人
口
が
急
増
。
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
学
校
、
幼
稚
園
の
教
室
不
足
、
認

可
保
育
所
待
機
児
解
消
の
た
め
の
施
策

が
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
あ
る
。
大
規

模
再
開
発
優
先
で
は
な
く
、
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
転
換
す
べ
き
。

「
中
央
区
基
本
構
想
」
（
98
年
）
で
は
、
定
住
人

口
を
10
万
人
と
し
な
が
ら
「
基
本
計
画
２
０
１
３
」

で
は
、
23
年
（
平
成
35
年
）
の
人
口
想
定
を
15
万
人

と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
施
策
と
施
設
が
適
切
に
供

給
で
き
な
く
な
る
。

「
中
央
区
地
域
防

災
計
画
」
で
は
、
原

発
事
故
や
危
険
物
取

扱
い
施
設
へ
の
対
策

が
不
十
分
。
保
育
所

や
学
校
、
地
域
が
連

携
し
た
実
践
的
な
避

難
訓
練
も
必
要
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
東
京
電
力
な
ど

の
道
路
占
用
料
は
、
区
の
固

定
資
産
税
評
価
額
に
見
合
う

適
正
な
料
金
へ
と
改
定
し
、

大
企
業
に
社
会
的
責
任
を
果

た
さ
せ
る
べ
き
。

毎
年
３
億
円
以
上
の
税
金
を
投
入
す
る
東
京
湾
大
華
火
祭
の
隔
年
実
施
や
、
大
華
火
祭

で
利
益
を
上
げ
て
い
る
事
業
所
へ
の
協
賛
金
の
あ
り
方
な
ど
を
提
案
し
た
が
、
受
け
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
。
区
民
に
は
受
益
者
負
担
だ
と
し
て
負
担
増
や
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
強
い
る

一
方
で
、
大
企
業
に
社
会
的
責
任
を
果
た
さ
せ
る
と
い
う
姿
勢
が
な
い
。

子
育
て
支
援
と
逆
行
す

る
出
産
支
援
タ
ク
シ
ー
利

用
券
の
減
額
、
保
護
者
負

担
を
増
大
さ
せ
る
学
校
給

食
食
材
料
費
補
助
の
廃
止
、

高
齢
者
を
失
望
さ
せ
る
敬

老
買
物
券
の
贈
呈
額
の
引

き
下
げ
と
贈
呈
対
象
者
の

年
齢
引
き
上
げ
は
見
直
す

べ
き
。

認
可
保
育
の
待
機
児
童
は
５
０
０
人
を
超
え
て
お

り
（
１
月
末
現
在
）
、
待
機
児
解
消
の
た
め
、
多

く
の
保
護
者
が
望
む
認
可
保
育
所
の
整
備
を
、
民

間
任
せ
に
せ
ず
、
区
が
責
任
を
持
っ
て
進
め
る
べ

き
。
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
も
深
刻
。

共
通
買
物
券
は
購
入

限
度
額
を
引
き
下
げ
る

の
で
は
な
く
、
発
行
額

を
増
や
す
べ
き
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２

０
２
０
年
東
京
招
致
を
、
中
央
区
も
推
進

し
て
い
る
が
、
区
と
区
民
に
与
え
る
影
響

と
負
担
、
環
境
へ
の
負
荷
は
は
か
り
知
れ

な
い
。
東
京
招
致
に
莫
大
な
税
金
を
投
じ

る
よ
り
も
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支

援
・
復
興
支
援
に
活
用
す
べ
き
。

人
口
急
増
で
区
民
サ
ー
ビ
ス
量
が
増
え
て
い

る
の
に
正
規
職
員
を
減
ら
し
、
非
正
規
職
員
が

３
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。
「
公
契
約
条
例
」

を
制
定
し
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
働
く
民

間
労
働
者
の
賃
金
や
労
働
条
件
の
改
善
を
図
り
、

「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
を
な
く
す
べ
き
。

築
地
市
場
「
移
転
」
の
合
意
は
破
棄
し
、
有
毒
物
質
で
汚
染
さ

れ
た
豊
洲
で
は
な
く
、
現
在
地
で
の
再
整
備
を
目
指
す
べ
き
。

豊
洲
で
は
「
食
の
安
全
・
安
心
」
は
守
れ
な
い
。
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